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養成校における音楽教育 （1）

　　 一
シ ラバ ス の 比較か ら一

　　　　　 白倉 朋子

　　　 （大阪城南女子短期大学）

1　 問題

　乳幼児期に おける音楽経験が、感性を育て、心豊かな

人間形成 に寄与する ことは 自明の こ とで ある 。 わが 国で

は、幼稚園が創設 され た明治期以 来、唱歌 ・遊戯
・
唱歌

遊戯・表情遊戯 ・律動遊戯 ・音楽
・リズム ・音楽 リズ ム ・

表現など とい う名称の もと、現場で の 音楽教育は、常に

保育内容の
一
部を担っ て きたとい うこ とがで きる。そ し

て その 目的 ・方法 ・教材は 移 り行 く時 代 と ともに変遷を

遂げて い る。そ の 変遷を追い、養成校にお け る音楽教育

の 在り方を検討 して い く必 要があるこ とは 言うま で もな

い 。

　養成カ リキ ュ ラム に おけ る音楽教育に は、指定科目と

され て い るもの と、養成校独 自で 開講 して い る科 目とが

ある。こ の うち指定科 目を大きく捉え る と、現行の 幼稚

園教育要領 における 「表現」 と言われ る保育内容の 側面

と、そ乳を担 うための 基礎力を育成する 、 声楽や、ピア

ノ を主 とする器楽などの 実技科目の 側面に分類 され る。

　昨今、養成校に 入学して くる学生は、音楽経験に乏 し

く、ピ ア ノ を習っ た経験が全くない とい う者 も珍 しくな

い
。

一
方、現腸の ニ

ーズ は益 々 多様になり、質の 高い 、

また、幅の 広い 保育者 の 音楽能力が要求され て い る現状

に 直面 して い る。この よ うな中、各々 の 養成校が 工夫を

凝らし、様々 な独自の 音…鰍 育カリキ ュ ラムを生 み出 し

てい る。これ らの 現状を踏ま えて、如何なるカ リキ ュ ラ

ム
、 ま た教育方法が 必 要と され てい るの か、今

一
度見直

しを図る必 要が ある と考 え られ る。

H　方法

　近畿圏 の 大学 2 校、短期大学 4校を対象に、シ ラバ ス

の 比較を通 して、保 育士資格、及び幼糊園教諭晩許 の 取

得に必 要 とす る音楽 教育の カ リキ ュ ラム と教育内容 につ

い て 検討 し、学生と現場の ニ
ーズ に融合す る音楽教育の

在 り方への方向性を探る。

皿　結果

B 短期大学

　保育内容の 研究 （幼児の 表現） 1 （2）　 保育内容の

　研究 （幼児の 表現） H （2）　 音楽理論 （2）

　音楽 1 （2）　 音楽ll （2 ＞　 ピ ア ノ奏法 1 （2）

　 ピア ノ 奏法皿 （2）　 リ トミ ッ ク （1）

C短期大学

　表 現 1（音 リ）（1）　 総合音楽 （2 ）

　ピア ノ 演奏法 1 （2 ）　 ピア ノ演奏法 H （2）

　声楽 1 （2）声楽皿 （2）　 器楽 （1 ）

D 短期大学

　保育内容 〔総合表現） （2 ）　 音 楽 （ピア ノ 1 ・声楽）

　　 〔2）　 ピ ア ノ皿　（2 ）　 弾き歌い （2 ）

短期大学 にお けるシラバ ス 比較

　共 通 に 見 られ る科目

保育 内容　表 現 ・保育内容 の 研究（幼児の 表現 1）・表現

1（音 リ）・保育内容 （総合表現）

音楽 1 ・ピア ノ 奏法 1 ・ピア ノ演奏法 1 ・音熱 ピア ノ 1）

ピア ノ奏法 皿 ・ピア ノ 演奏法H ・ピア ノ II

音楽 皿 ・音楽 玉
・
声楽 1 ・音楽（声楽）・音楽 皿 ・声楽 n

　それ ぞれ 科 目の 名称は 異なるが、4 っ の 短 期大学全て

に共 通 して見 られ る科目内容は、保育内容の 表現 につ い

て 学ぶ もの、ピア ノ 実技につ い て 学ぶもの、そ して 発声

を始 め とす る声楽に関す る科 目で あ っ た。

　ピ ア ノ実技に つ い て は、子 どもの 表現
・リズ ム に使 う

曲を中心 に学習させ てい る ところと、バ イエ ル ・ブル グ

ミュ ラ
ー・ソナ チネ ・ソナ タ とい っ た従来の ピア ノテ キ

ス トを用い て い る短期大学が あ る。また声楽にっ い て も、

基礎となる発声か ら、子 どもの 歌 を中心 と したテ キ ス ト

を教材に して い る とこ ろが ほ とん どで あ るが、中には専

門的な声楽曲の指導をされて い る ところ もあるの である。

さらに、コ ン コ
ー
ネや コ ーリュ

ーブ ン ゲ ン の よ うなソル

フ ヱ
ージ ュ の 教材も声楽の 科 目に含ん でい る場合 もあ る。

各短期大学に見られ る音楽教育カ リキ ュ ラ ム

A 短期大学

保育内容　表現 1 （2）

　　（ ）は単位数

音楽 1 （1）　 音楽H （1）

共 通 して 見 られな い 科 目

リトミッ ク　　音楽を身体で 表現する こ とや、音楽感覚

　　　　　　 を育て るた めの リズ ム 指導につ い て 学生
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総合音楽

弾き歌い

が実際に体験 しなが ら理解を深 めて い く

鼓笛の リズ ム練習
・合奏を通 して 、楽器

の 性能、保守管理に留意して、楽器奏法

に習熟す る

「楽典」を中心にすえて、「音楽史」 「伴奏

付 け」 「創作」等 を加味 し、よ り広く音楽

を とらえて 幼児教育者 と しての 音楽活動

を豊か に してい く

幼稚園
・保育所で 歌われ る曲や マ

ーチ を

数多く習得する。三和音で の伴奏付けか

ら、次第に正 確なメ ロ デ ィ
ー・リズ ム に

美 しい 声で の 弾き歌い を学習す る

　こ こで は、他の 学校にお い て 同 じ内容を含ん でい る

もの もあるが、独立 した科目を置き、さ らに工夫され た、

充 実 した 内容 を もっ と 考え られ る もの を挙げた。

　音楽 1 ・音楽 n につ い て は、幅の 広 い 内容を持ち、A

短期大学の 音楽 1につ い て は 、
ピア ノ 実技に 加 えて 、音

楽理論や弾き歌い とい っ た 分野も含んだ総合的な学習を

目標として おり、音楽 皿は、声楽、合奏 とい う内容の も

の で あ る。 また B 短期大学の 音楽 1 ・n にお い て も、声

楽と器楽合奏の 内容を含ん でい る。 さらに C 短期大学の

ピ ア ノ
・
齲 去 1 ・［ で は、弾 き歌 い も課 題 に入 っ てい る。

　音楽理 論を学ぶ内容を含む科目が全 くない の は、D 短

期大学だ けであ っ た 。 しか し三和音の 伴奏付けにっ い て

は、その 理論も含 めて 弾き歌い にお い て学習でき る と思

われ る。

　合奏に っ い て は ギター・打楽器 ・リコ
ー

ダ
ー

を 中心 に

行 っ てい る とこ ろ、また、鍵盤ハ
ー

モ ニ カ とい ろい ろ な

打楽器で の形 態 、 そ して鼓笛隊としての 合奏を主に して

い る とこ ろ な ど、それ ぞ れ の学校にお い て 学生が様々 な

楽器で の 合奏を体験 してい る こ とがわ か っ た。

　　各 4年制大学に見られ る音楽教育カ リキ ュ ラム

A 大学　　　　　　　　　　　　　　　　（ ）は単位数

保育内容　表現 1 （2）　 音楽理論 〔1）　 声楽 （1）

　器楽 （2）　 幼児音楽 （1）

B 大学

　　保育内容指導法　表現 AI （1）　 保育内容指導法

表現 A 皿 （1）　音楽理論 1 （1）　 音楽理論 2 （1）

声楽 1 （2 ）　 声楽2 （2 ）　 声楽 3 （2）

暑鑠 1　（2 ）　 暑躁 2 　（2 ）　　暑諜 3　（2）

幼児音楽 （1）　器楽合奏 1 （1）　 器楽合奏 2 （1）

リ トミッ ク 1 　（］．）　 リトミッ ク 2 （1）

保育音楽療 育概 論 （2）　 保 育音楽療育演習 （2 ）

身体 表現及 び即興演奏法 （2）　 器楽活用 法 （2）

保育音楽 療 育実習 （3 ）

　共通 に見 られ る科 目は短期大学 とほ ぼ同 じで あるが、

4 年生 大学にお ける養成課程には、「幼児音楽」が加 わっ

て い る。そ の 内容は、A 大学で は、「音楽活動 が楽しく意

義深 い もの となる ように 幼児 に即 した音楽教育の 方法を

見出 し、幼児の 音楽の 方向性 につ い て考察する」 とい う

もの で、B 大学におい ては、「子 ど もの 遊び と音楽をわ ら

べ 歌を軸に講義し、実習する、身体表現として舞踏を分

析し、表現す る」 となっ て い る。

　B 大学に 見られ る、リトミ ッ ク 指導者、また、保育音

楽療育士 の 資格を取得するた めの 科 目につ い ては こ こ で

は採りあ げない こ とにする。

IV 考察

　4 年制大学は、短期 大学の 倍の 学習期間 が あるた め、

音楽教育に関するカ リキ ュ ラム もその 分多 くな り、その

中に は理論的な講義内容も含 まれて い る よ うに 思われ る。

　それ に比 べ て、短い 期間で養成 しなけれ ばならない 短

期大学で ぽ ピア ノの実技の 中に 弾き歌い や、音楽蓮論

も取り入れた り、声楽と器楽合奏を ま とめ、さらにそ こ

に ソ ル フ ェ
ージュ まで 入れ た り と、一

つ の 科 目の 中で で

き るだけ幅の広い 学習が で き るよ うにそれ ぞれ の 学校が、

内容を工 夫 して い る様子が伺 える。しか し、一方 では、

器楽、総合音楽、弾き歌い などとい う独立 した科目を持

ち、さらに内容の 充実を図 っ てい る短期大学も見 られ る。

　限られ た授業時間内に あれ もこ れ もとあま り多くの こ

とを学ばせ よ うとす るこ とは、物理的に も無理 を生 じる

こ ともあ り、学生 が消化不 良をお こす こ とにもな りかね

ない 。学生 が、現場に 出て か ら必要 とする音楽的な知識

と技能を、い かにバ ラン ス 良く、ま た効率良く学習で き

るかさらに考える必要があると思われる。

　今回は、シ ラバ ス の 上で の 比較検討にすぎず、その 内

容 につ い て の 詳 しい 実 態調査 は でき なか っ た。授業は生

きた もの で あ り、学生 の 質や反応 に よ っ て、シ ラバ ス の

計画通 りにはそ うそ う進ん でい けない の が現状で ある。

また、個人 指導が必 要となる ピ ア ノ実技にお い て は 、 そ

の 方法は益々 多様 で あ ると考え られる。どの よ うな形態

で行 われ てい るの か 興味の ある こ とで あ る。

　以上 の こ とを踏 まえて、今後 は、学生 が学びた い と思

っ て い るこ とは何か、さらに、幼稚園 ・保育所におい て

求め られ てい る知識や技能 は どの よ うなもので あるの か、

現場か らの声 も調 査 した い と考 えて い る。
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